
 

 

 
 

１８００人の目標達成に向け、退職強要が始まった 

来年１月末に１８００人の退職を目標とした早期退職の面談が１１月より始まっています。第一回目の面談で

は、リストラターゲットとされた人が、「キャリアプランセミナー」への参加を命じられています。しかしセミ

ナーとは名ばかりで、その実態は、パソナ、ランスタッド、テンプスタッフという人材派遣３会社の宣伝です。  

また、このセミナーで中心的な役割を演じているパソナは、会社の期待に応える能力のない社員は、転職する

のが幸せであるかのような思想教育まがいの面談をしています。このような、業務とも社員の能力向上とも関係

のないガイダンスを、「業務命令」と称して無理やり受けさせていること自体が、すでに退職強要です。 
 

面談で、退職強要を受けたら 

 面談で厳しいことを言われたら、こう回答しましょう。 

１．早期退職制度に対するあなたの意思を確認したい。 

  → 退職を考えていませんので、制度を利用する意思はありません。 

２．あなたの能力では、この業務を続けていくことは難しい。 

  → そんなことはありません。その言葉は、パワハラです。 

３．今後、どのように成果を出していくつもりなのか。 

  → 個人に聞く前に、マネジメントレベルでの方針が示される方が先です。 

４．あなたにやってもらう仕事がなくなるかも知れない。 

  → 今は仕事がありますので、本当に仕事がなくなった時に、会社と労働組合で協議をお願いします。 

５．人材派遣会社のキャリア相談を受けてほしい。 

→ 退職の意思もないのに必要ありません。（断ります。） 

６．キャリア相談を受けなさい。業務命令です。 

→ 業務命令は業務に関する命令です。私の業務とキャリア面談とは無関係です。関連を説明してください。 

７．会社の存続のためには、どうしても人員削減が必要だ。 

→ 私と家族の生活の存続のためにも、この会社で働き続けます。それなら、あなたが辞めたらどうですか。 

８．会社の認識とあなたの認識にはギャップがあるようなので、理解して頂くため引き続き面談したい。 

  → 必要ありません。無理やり面談すると言うのなら退職強要ですから、労働組合に通告します。 

 以上は一例ですが、もし適当な言葉が思いつかなければ、黙っているのも一つの方法です。 

 退職しないという意思表示をしているにも関わらず、多数回（２～３回）の面談をするのは退職強要にあたる

と言うのが、厚生労働省の見解です。また、仕事の取り上げ、引継ぎの無理強い、これまでのキャリアと関連性

の無い業務への配転や転勤も退職強要です。 

退職強要と感じたら、ただちにルネサス懇へ相談されることを強く勧めます。 

 

 

 

 

 

 

 

ルネサス懇 
ルネサス関連労働者懇談会  2014 年 12 月 No.２５ 
E-Mail：renesaskon@gmail.com 
Web：http://www.renesaskon.net/ 
住所：〒105-0004 東京都港区新橋４丁目２４－３ 

エムエフ新橋６０１号  電機労働者懇談会気付 
TEL & FAX：03-6540-1777 

 

ひとりでも入れる労働組合 

電機・情報ユニオンに相談を 
電機・情報ユニオン本部 

〒105-0004 東京都港区新橋4-24-3エムエフ新橋601 

Tel＆Fax 03-6450-1777  

Email：denkiunion@gmail.com 

URL（http://www.denki-joho.jp/） 

  退職強要を跳ね返せ！  ルネサス 

http://www.denki-joho.jp/


 


